
 

 

 

 

 

 

 １軸配向ＰｏｌｙｉＭｉｄｅの配向評価の考え方 

 

 

 高分子論文集「完全棒状ポリミドの一軸配向高度化」のＸＲＤに以下のＸＲＤ写真がありました。 

   

 ＰｏｌｙｉＭｉｄｅなら、（００２）、（１１０）、（２００）、（０２０）と並んでいると思われます。 

  

 この写真から可能性の高い極点図をシュミレーションし、配向関数と配向分布関を計算比較してみます。 

  ａ軸がＭＤ軸と平行である事になります。 

  

    

   ａ軸    ＭＤ方向 

 

  このような事がＣＴＲソフトウエア+ＯＤＦ解析で簡単に理解でき、 

  結晶方位の定量可能になります。 

 

 

 

    ２０１６年０３月０９日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

        MeasureData¥PolyiMideの１軸配向 



概要 

 ＰｏｌｙｉＭｉｄｅの回折プロファイルは以下で 

  

 ICDD表現     LaboTex表現 

  

 

Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃの場合、ＬａｂｏＴｅｘとＩＣＤＤでは表現方法が異なります。 

 

LaboTexで{020}-fiberを作成し、{002},{110},{020}極点図をＥｘｐｏｒｔし 

極点図をＴＤ軸に対し９０度回転して,ICDD指数に変更し、１軸配向極点図{002},{110},{200}極点図を作成 

{200}極点図から配向関数 

{110},{200}極点図の外周βプロファイルから配向分布関数を計算し 

配向関数の frdと配向分布関数の fcを比較する。 
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ＬａｂｏＴｅｘによる｛０２０｝－Ｆｉｂｅｒ極点図(FWHM=10deg、VolumeFraction=40%) 

  

Ｅｘｐｏｒｔした極点図 

   

ＴＤ軸９０度回転 

  

極点図指数をＬａｂｏＴｅｘからＩＣＤＤに変更 

 ｛２００｝と｛０２０｝のｈｋ指数を逆転させる 

  

 

 

 

     

  極点図が、「完全棒状ポリミドの一軸配向高度化」と一致しています。 

 

 



｛２００｝極点図から配向関数の計算 

  

｛２００｝、｛１１０｝から配向分布関数の計算 

  

 

 この結果より、ａ軸がＭＤ軸と平行である事になります。 

 

 ｛２００｝完全極点図でなく、極点図の外周のみで平行度合い評価が可能になります。 

 


